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『メリーさんのひつじ』 
 

ウィル・モーゼスさく 
こうのすゆきこやく 

(福音館書店) 
 
 

だれもが知っている「メリ

ーさんのひつじ」という歌

の歌詞は、約 200 年前のア

メリカで実際にあったこ

とが元になっているそう

です。牧場で暮らす少女メ

リーと子ひつじの優しく

楽しい日々のおはなしで

す。           

 

『絵で見る 乗り物の歴史 100』 
 

クリス･オックスレード文 
マイク･レマンスキー絵 

よねむら知子訳 
(ポプラ社) 

 

燃料電池車や新幹線、二輪

車･航空機など、乗り物は

今でも日々進化していま

す。この絵本では、19 世

紀から現在までの中で、

「革命的」と言われた乗り

物を紹介しています。マツ

ダ RX-7 も載っています。 

新着図書 

・マララ 

（マララ・ユスフザイ 著） 

・レジェンド！ 

（城島充 著） 

・跳びはねる思考 

（東田直樹 著）    ほか 

 

 


